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１．動機  

私たちは、光学異性体によって匂いが違うことを知り、香料に興味をもった。そこで、

自分たちで良い香りの香料を合成したいと思った。私の名前がリナなので、バラや柑橘類

の香りの主成分のひとつであるリナロール (linalool)という分子を合成することにした。  
 

 
 

 
 
 
 
 

図１ リナロールの合成経路  
２．方法  

2-1 5-chloro-2-pentanone(化合物Ⅱ)の合成   
(1) 原料Ⅰ19.20ｇと塩酸 22.5mL と水 26.5mL を三つ口フラ    

スコに入れ、オイルバスで約 100℃で 10 分間加熱し、水蒸気   
蒸留した。  

(2)  室温まで化合物を冷却した後、無水硫酸ナトリウムを加え  
て乾燥させ、エーテル 50mL で抽出し、減圧蒸留によって化  
合物Ⅱを得た。  

2-2 5-chloro-2-methyl-2-pentanol(化合物Ⅲ)の合成  
(1) 三つ口フラスコに金属 Mg 2.90g、ヨードメタン 16.11g と  

エーテル 120mL の混合物を入れ、0℃で 1 時間反応させ、グ       
リニャール試薬を得た。                   図 2 反応装置  

(2) このグリニャール試薬に化合物Ⅱ  14.82g を滴下し、10 分間反応させ、60 分後に氷  
酢酸  17.9mL とエーテル  25mL の混合物を滴下し反応させた。さらに水  143.4mL を加

え、エーテル 30mL で抽出し、減圧蒸留によって化合物Ⅲを得た。  
2-3 5-chloro-2-methyl-2-pentene(化合物Ⅳ )の合成                     
(1) 三つ口フラスコにⅢ  20.0g と硫酸水素カリウム  5.01g を入れオイルバスで加熱し、  

1 時間反応させ、水を 24.9mL 加えた。  
(2) 室温まで冷却した後、無水硫酸ナトリウムで乾燥させ、エーテル  30mL で抽出し、  

さらに減圧蒸留によってⅣを得た。  
2-4 生成物の評価  

  生成物の評価は、赤外分光分析 (IR)とガスクロマトグラフィー(GC)を用いて行った。  
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 図 9 生成物Ⅳの GC 
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３．結果  
表 1 生成物の様子と収率  

 得られた物質の状態  蒸留温度と圧力  収率[%] 
生成物Ⅱ  透明の液状物質  41℃(6mmHg) 15.0 
生成物Ⅲ  赤褐色の液状物質  50℃(14mmHg) 81.5 
生成物Ⅳ  淡黄色の液状物質  108℃(280mmHg) 66.0 
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  図 3  α-acetyl-γ -butyrolactone の IR     図 4  5-chloro-2-pentanone の IR 
       

図 5  5-chloro-2-methyl-2-pentanol の IR   図 6  5-chloro-2-methyl-2-pentene の IR 
 

 
          
 
 
 

 
４．考察  

(1)  図 3,4 の IR の結果より、1850,1800cm-1 のエステル結合の吸収がなくなり、1750cm-1 

のカルボニル基にスペクトルが見られたことから、生成物Ⅱが出来たと考えられる。ま  
た、図 5 では 3400cm-1 にヒドロキシ基、図 6 では 3050 cm-1 に C=C の吸収が見られた  
ことから、期待された化合物が生成していると考えられる。  

(2) 図 7 の GC の結果より、生成物のピークひとつだけしか見られないことから、純度が  
高い生成物Ⅱが得られたと考えられる。しかし、図 7 や図 8 では生成物のピークだけで  
なく、原料と思われるピークが見られたことから、反応物質が残ってしまったか、違う  
物質が生成したのではないかと考えられる。  

 
５．課題  

最後の反応を行いリナロールを合成すること、生成物の純度を上げることである。  
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図 7 生成物Ⅱの GC 

6.00 
4.98 

図 8 生成物Ⅲの GC         
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